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園だより 6月号 園庭推進チーム 

こどもと自然がつながった！ 

 
ハートの形、見つけた！          舘野 

 

（声をかけてほしくて待っていた所に）「なにしてるの～？」と

声をかけてきてくれた２歳児の女の子たち。「ハートの

形を探しているんだよ」と伝えると、自然と“一緒に”

が始まります。“同じこと”を“同じ場所”で“一緒に”

する楽しさを共有しながら、身近にあるハート探しが

始まりました。自然界にはハートの形がたくさんあり

ます。みなさんも身近なところでハートの形💛を探し

てみてくださいね。 

 

「ダンゴムシみつけたよ！」         鈴木 

 

 入園し２ヶ月が経ち、毎日、明徳幼稚園の園庭で思

いきり遊ぶ年少の子どもたち。地面をよく見て探して

いるのは、ダンゴムシ。一人で探していた姿から少し

ずつ、友達と一緒に探すようになってきました。「ここ

にいるよ！」「タイヤの下を見てみようよ」と会話が飛

び交っています。たくさん見つけては友達に紹介した

り、保育者に見せたりしています。自然を通して子ど

もたちの発見を大切にしていきたいです。 

枝豆ってどうなるの？            石原

 

季節の野菜を育ててみようと夏に食べられる枝豆を育

てることにしました。「みて！芽が出てきたよ」「葉っ

ぱが出てきた」と毎日子どもたちが水やりをしながら

生育を楽しみにしています。テントウムシやバッタも

子どもたちの仲間入りをして作物の様子を楽しみにし

ています。 

 

 

    

あおむしさんを助けたい！          米村 

 

背中に蟻が登っている、あおむしが、もぞもぞと苦し

そうに動いていることに気づいた子どもたち。それを

みて「あおむしさんを助けよう」と葉っぱに乗せ移動

させることを思いつきました。「助けてあげるからね！」

と別の場所へ少しずつ移動させ救うことに成功！最後

に「あおむしさん、葉っぱ好きだから葉っぱのお布団

あげるね」と頑張ったあおむしさんにプレゼント。園

庭で出会う生き物に触れ、様々な感情が育っています。  



園だより 6月号 園庭推進チーム 

こどもと自然がつながった！

子どもの見つけたを形に！           藍 

 

毎日自然いっぱいの園庭で遊んでいる子どもたち。

シロツメクサやタンポポ、落ち葉などを取って見せて

くれます。「見て！きれいでしょ」「持って帰ってもい

い？」と宝物のようにしている姿を見て、集めた宝物

を詰め込んだフレームを作りました。ただ集めるので

はなく自分だけの素敵なフレーム作りを楽しんでいま

した。 

 

 

「タンポポきれいだね！」        濵谷 

 

 毎日園庭に咲いている春の草花を見て、喜んでいる

子どもたち。そこでアルミホイルで包んだお皿を用意

してたんぽぽを浮かせてみると、太陽の光でキラキラ

輝いていました。「きれいだね！たんぽぽも気持ちよさ

そうだね」と笑顔になる姿が見られました。違ったた

んぽぽの様子を見た時の子どもたちの感性に驚きまし

た。たんぽぽだけではなく、園庭に咲いている花を持

ってきて浮かせて嬉しそうにしていました。 

 

「みーつけた！」            須藤 

 

暖かい日が増え、園庭にアリやミミズ、ダンゴムシな

ど、いろいろな虫がでてくるようになってきました。

保育者がお皿にダンゴムシを入れてみると  「うわ

ぁ！」と興味津々！ツンツンと触ってみたり、手の平

に乗せてみたりと子どもたちの反応が違うのが面白い

です。これから出会う子どもたちの「発見」の瞬間を

大切に見守っていきます。 

 

 

「みて！あったよ！」            山縣 

 

「先生！みて！あったよ！」と元気に教えてくれた子

どもがいました。年少遊具前のプラタナスの木に掲示

された写真にある木に食い込んでいるレンガをみつけ

たみたいです。写真に写っているものと同じものをみ

つけ、とても嬉しそうにしていました。 

自然の中の不思議なものをみつけ、ワクワクする気持

ちと、「なんでだろう」という気持ちが子どもたちの感

性を育てていると感じる場面でした。 

 

 

明徳学園は「自然に対する感動や不思議」を感じられるような保育を心がけています。 
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